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寛
文
五
、

表
題
に
あ
る
「
錮
粕
」
と
は
灰
吹
に
際
し
炉
底
に
の
こ
る
鉱
滓
す
な

わ
ち
「
炉
滓
」
か
ら
命
名
さ
れ
た
よ
う
で
化
学
名
は
「
一
酸
化
鉛
」
、

古
く
は
「
密
陀
僧
」
と
よ
ば
れ
、
中
ー
近
世
に
は
主
と
し
て
絵
具
や
釉

薬
の
製
造
原
料
に
用
い
ら
れ
た
。
錮
粕
に
つ
い
て
は
『
鼓
銅
図
録
』
に

「
璽
之
留
加
須
ー
。
縮
化
復
還
訟
」
と
あ
っ
て
よ
び
方
の
説
明
が
あ
り
、

る

か

す

な
お
『
垂
裕
明
鑑
』
に
も
「
留
粕
」
と
明
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
密

①
 

陀
僧
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
錮
粕
に
つ
い
て

は
か
つ
て
田
谷
博
吉
氏
が
長
崎
の
「
燻
粕
町
」
の
所
在
を
め
ぐ
っ
て
若

R
 

千
説
明
し
た
ぐ
ら
い
で
、
そ
の
売
買
に
関
す
る
研
究
は
管
見
の
限
り
な

い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
関
連
の
記
録
が
少
な
い
か
ら
だ
と
思

う
が
、
幸
い
対
馬
藩
の
「
表
書
札
方
毎
日
記
」
に
は
短
期
間
な
が
ら
錮

対
馬
藩
の
「
錮
粕
」

商

い

二、 粕
売
買
を
伝
え
る
ま
と
ま
っ
た
記
録
が
あ
り
、
以
下
そ
れ
を
用
い
て
考

察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

さ
て
「
錮
粕
」
の
字
は
対
馬
藩
独
自
の
あ
て
字
で
は
な
い
か
と
思
う

（
「
表
書
札
方
毎
日
記
」
に
は
錮
糟
あ
る
い
は
留
粕
と
も
あ
る
）
が
、
つ
ぎ
に

「
錨
粕
、
一
酸
化
鉛
、
密
陀
僧
」
の
各
用
語
に
つ
い
て
諸
書
の
解
説
を

み
て
お
こ
う
。

-
、
「
R
u
c
a
s
u
・
j
s辻

x（
賑
蒋
）
」

銀
を
溶
融
し
た
後
に
、
灰
と
ま
ざ
り
合
っ
て
残
る
鉱
滓
。

（
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
）

「
一
酸
化
鉛
」

熔
融
し
た
鉛
に
空
気
を
送
り
炉
中
で
酸
化
さ
せ
て
得
ら
れ
る
黄
色

ま
た
は
橙
黄
色
の
粉
末
。
分
子
式

P
b
O

鉛
丹
・
鉛
ガ
ラ
ス
・
陶

磁
器
・
釉
薬
・
琺
瑯
な
ど
の
製
造
に
用
い
る
。
密
陀
僧
。（
『
広
辞
苑
』
）

六
年
の
国
元
「
表
書
札
方
毎
日
記
」
か
ら

泉

澄
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「
密
陀
僧
」

本
綱
密
陀
僧
出
＝
波
斯
国
1

今
嶺
南
閾
中
銀
銅
冶
処
亦
有
レ
之
是
銀

鉛
脚
也
其
初
采
磯
時
銀
銅
相
雑
先
以
鉛
同
煎
錬
銀
随
レ
鉛
出
又
采
ニ

山
木
葉
焼
灰
開
レ
地
作
レ
燻
填
＝
灰
其
中
面
型
之
灰
池
一
置
孟
翠
鉛
於

灰
上
1

更
加
火
鍛
1

鉛
滲
＝
灰
下
＿
銀
住
＝
灰
上
蜘
炉
火
候
レ
冷
出
レ
銀

其
灰
池
感
鉛
銀
気
一
積
久
成
1
1

此
物
ふ
9

蓋
銀
冶
所
届
出
最
良
而
今

既
難
レ
得
造
二
黄
丹
1

者
以
＝
脚
滓
一
錬
成
＝
密
陀
僧
―
（
『
和
漢
一
ニ
オ
図
会
』
）

一
酸
化
鉛
の
別
名
。
色
相
の
濃
度
に
よ
り
、
金
密
陀
・
銀
密
陀
な

ど

の

称

が

あ

る

。

（

『

広

辞

苑

』

）

と
こ
ろ
で
錨
粕
は
銀
の
採
掘
、
精
製
（
こ
の
場
合
は
灰
吹
）
が
な
い
限
り

い
た
ざ
え

入
手
で
き
ぬ
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
対
馬
で
は
佐
須
の
板
際
銀
山
が

操
業
中
で
あ
っ
た
。
板
隊
銀
山
は
寛
文
六
年
秋
ご
ろ
に
は
そ
の
不
振
が

伝
え
ら
れ
る
が
そ
れ
ま
で
は
順
調
に
稼
働
し
て
い
た
よ
う
で
、
「
表
書

札
方
毎
日
記
」
に
記
録
さ
れ
る
「
錮
粕
」
商
い
は
そ
の
反
映
で
あ
ろ
う

と
思
う
。
対
馬
藩
で
は
今
日
「
宗
家
文
書
」
と
よ
ば
れ
る
大
量
の
藩
政

記
録
を
の
こ
し
た
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
国
元
（
対
馬
）
の
「
表
書
札
方
」

の
毎
日
記
は
藩
政
を
知
り
う
る
も
っ
と
も
根
本
的
な
記
録
と
い
っ
て
よ

R
 

い
。
本
稲
で
は
寛
文
五
、
六
年
の
同
「
毎
日
記
」
か
ら
、
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
対
馬
の
「
錮
粕
」
と
そ
の
商
い
、
ま
た
藩
の

勘
定
方
や
商
人
の
そ
れ
と
の
か
か
わ
り
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

で
は
つ
ぎ
に
「
表
書
札
方
毎
日
記
」
（
以
下
「
毎
日
記
」
と
の
み
記
す
）

寛
文
五
年
八
月
＿
―
-
日
条
に
あ
る
「
錮
粕
」
に
関
す
る
こ
の
年
は
じ
め
て

の
記
事
を
あ
げ
よ
う
。

ク
錮
粕
之
儀
唯
今
上
方
二
而
直
段
能
候
間
直
様
上
方
へ
被
差
登
候
而

御
売
被
成
可
然
候
哉
、
又
如
巳
前
長
崎
二
而
御
払
候
而
可
然
候
哉
、

両
様
之
儀
何
も
差
図
次
第
可
仕
と
之
大
勘
定
衆
被
申
候
二
付
何
も

へ
申
聞
侯
ハ
ケ
様
之
御
商
売
事
ハ
各
被
仰
付
置
候
上
ハ
被
差
寄
以

相
談
御
為
宜
様
二
指
引
被
致
可
然
之
由
申
聞
侯
得
共
、
大
分
之
御

商
売
事
二
候
間
我
々
相
談
計
二
而
も
如
何
二
候
由
達
而
被
申
二
付

（

家

老

）

（

家

老

）

（

家

老

）

（

家

老

）

而
古
川
次
右
衛
門
所
へ
平
田
主
膳
、
寺
田
一
郎
兵
衛
、
杉
村
采
女
、

大
勘
定
三
人
差
寄
遂
相
談
候
。
就
夫
町
人
服
部
弥
兵
衛
此
錮
糟
之

も
く
ろ
ミ
仕
江
戸
表
へ
申
上
置
候
由
頃
日
申
上
候
二
付
、
左
様
候

ハ
、
江
戸
表
へ
申
上
候
様
鉢
如
何
様
二
候
か
相
尋
一
往
江
戸
表
へ

被
得
御
意
、
其
上
二
而
如
何
様
共
差
引
可
然
候
ハ
ん
と
の
談
合

二
相
済
候
故
、
町
奉
行
吉
賀
分
右
衛
門
召
寄
弥
兵
衛
手
前
之
様
子

被
相
尋
候
様
二
と
申
渡
ス
。

こ
れ
に
よ
る
と
対
馬
藩
で
は
そ
れ
ま
で
長
崎
で
錮
粕
を
売
却
し
て
い

た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
今
回
上
方
で
の
高
値
が
伝
え
ら
れ
た
た
め
大
勘

④
 

定
方
か
ら
い
か
が
す
べ
き
か
年
寄
中
へ
伺
い
が
出
た
わ
け
で
あ
る
。
藩

- 2 -



庁
で
は
「
御
為
宜
様
二
指
引
」
さ
え
し
て
お
れ
ば
万
事
勘
定
方
の
差
配

に
委
ね
て
い
た
よ
う
だ
が
、
今
回
は
錮
粕
の
量
も
多
く
「
大
分
之
御
商

売
」
ゆ
え
年
寄
衆
を
交
え
て
の
相
談
と
あ
い
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
府
中
（
厳
原
）
の
商
人
・
服
部
弥
兵
衛
が
上
方
で
の
錨
粕
商
い

を
も
く
ろ
み
、
か
ね
て
江
戸
藩
邸
ま
で
そ
の
申
し
入
れ
を
し
て
い
た
ら

し
い
（
そ
れ
ま
で
の
事
情
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
ど
う
も
勘
定
方
を
中
心
に
行

っ
て
い
る
長
崎
で
の
錮
粕
商
い
と
、
服
部
弥
兵
衛
の
計
画
が
競
合
す
る
形
に
な
っ

た
ら
し
い
）
。
そ
こ
で
年
寄
衆
ら
は
相
談
の
う
え
一
応
江
戸
藩
邸
（
藩
主
は

こ
の
と
言
江
戸
滞
在
中
）
の
意
向
を
聞
く
こ
と
に
し
、
な
お
服
部
弥
兵
衛

に
は
町
奉
行
を
通
じ
そ
の
間
の
事
情
を
問
い
乱
す
こ
と
と
し
た
。
以
上

が
記
事
の
概
要
だ
が
こ
れ
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
く
。

H
服
部
弥
兵
衛
は
藩
庁
を
通
さ
ず
直
接
江
戸
藩
邸
へ
「
錮
粕
之
も
く

ろ
ミ
」
を
申
し
入
れ
た
ら
し
く
、
江
戸
藩
邸
の
要
人
に
相
応
の
ル

ー
ト
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

口
大
勘
定
方
で
は
ま
だ
上
方
に
お
け
る
錨
粕
商
い
に
十
分
精
通
し
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
服
部
弥
兵
衛
だ
が
こ
れ
ま
で
と
り
わ
け
記
録
に
の
こ
っ
て
も
い

な
い
商
人
で
、
い
わ
ゆ
る
対
馬
の
特
権
商
人
「
六
十
人
」
の
中
に
弥
兵

⑤
 

衛
の
名
は
な
い
。
「
六
十
人
」
の
記
録
に
よ
る
と
「
古
六
十
人
」
に
服

部
甚
兵
衛
、
「
光
雲
院
様
御
代
（
宗
義
成
時
代
に
六
十
人
に
な
っ
た
も
の
）
」

に
服
部
徳
三
郎
の
名
が
あ
る
。
弥
兵
衛
は
こ
の
両
人
と
な
ん
ら
か
の
関

係
が
あ
る
人
物
か
と
思
わ
れ
る
が
い
ま
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
の
ち

に
み
る
よ
う
に
江
戸
藩
邸
に
深
く
か
か
わ
る
特
権
的
な
商
人
の
一
人
で

あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
つ
ぎ
に
大
勘
定
方
の
錮
粕
商
い
だ
が
佐

須
の
銀
山
は
操
業
以
来
ま
だ
十
四
、
五
年
で
、
役
人
た
ち
が
錮
粕
市
場

の
諸
事
情
に
通
じ
て
い
な
か
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
長
崎
で
の
商
い

は
長
崎
聞
役
か
ら
の
情
報
を
得
て
行
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め

対
馬
か
ら
運
ば
れ
た
錨
粕
は
藩
の
長
崎
屋
敷
に
保
管
さ
れ
大
勘
定
方
か

ら
の
指
示
を
ま
っ
て
出
荷
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
今
回
、

大
坂
代
官
か
ら
の
連
絡
と
思
う
が
上
方
で
の
錨
粕
相
場
高
値
の
情
報
が

伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
後
の
展
開
を
み
て
ゆ
こ
う
。

翌
八
月
四
日
条
に
は
町
奉
行
に
対
し
服
部
弥
兵
衛
が
か
つ
て
江
戸
藩

邸
へ
送
っ
た
書
物
の
写
三
通
を
渡
し
た
こ
と
、
大
勘
定
衆
が
そ
の
書
物

を
審
議
し
、
な
お
内
容
の
具
体
な
説
明
を
求
め
役
人
二
名
を
弥
兵
衛
宅

へ
差
遣
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
翌
八
月
五
日
条
に
も
関
連

の
記
事
が
二
つ
あ
り
、
は
じ
め
に
服
部
弥
兵
衛
提
出
の
覚
書
を
大
勘
定

衆
ら
が
昨
日
同
様
に
吟
味
し
て
い
る
と
あ
り
、
そ
の
あ
と
つ
ぎ
の
よ
う

な
目
を
ひ
く
記
事
が
あ
る
。

ク
服
部
弥
兵
衛
方
へ
江
戸
表
之
銭
座
、
加
賀
之
鉛
座
方
ぷ
来
候
錮
粕

商
売
之
儀
申
合
置
た
る
書
状
有
之
由
、
就
夫
其
書
状
差
上
候
様
二

と
瀧
源
六
、
白
水
六
兵
衛
、
日
高
所
左
衛
門
方
¢
弥
兵
衛
か
た
へ

申
遣
候
様
二
と
申
付
候
。
弥
兵
衛
方
¢
之
返
事
ニ
ハ
其
書
中
二
遠

慮
仕
儀
有
之
故
不
差
上
候
。
是
非
差
上
候
様
二
と
御
座
候
者
直
ニ

持
上
リ
可
申
と
之
儀
也
。
此
害
中
何
も
披
見
申
儀
ハ
上
方
へ
錮
粕
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被
差
登
御
商
売
有
之
筈
也
。
因
弦
座
元
之
様
鉢
何
も
槌
承
届
候
へ

ハ
為
相
談
之
義
侯
之
故
吉
賀
分
左
衛
門
方
へ
手
紙
二
而
申
遣
候
ハ
、

弥
兵
衛
手
前
二
江
戸
之
銭
座
、
加
賀
之
鉛
座
方
ふ
書
状
有
之
候
。

何
も
心
得
之
為
二
取
寄
披
見
可
有
之
旨
申
遣
候
得
共
、
書
中
之
趣

遠
慮
仕
儀
有
之
由
二
而
不
差
上
貴
殿
方
へ
弥
兵
衛
被
召
寄
其
書
状

之
趣
内
見
候
て
明
日
何
も
様
鉢
被
申
聞
侯
様
二
と
申
遣
ス
。

こ
れ
に
よ
る
と
服
部
弥
兵
衛
は
す
で
に
「
江
戸
之
銭
座
」
及
び
「
加

賀
（
大
坂
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
、
八
月
七
日
条
参
照
）
之
鉛
座
」
へ
錮
粕
売
買

の
話
を
も
ち
こ
み
、
三
者
の
間
で
申
し
合
わ
せ
が
成
立
、
そ
の
こ
と
を

記
し
た
銭
座
、
鉛
座
か
ら
の
書
状
を
も
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
藩
庁
で

は
さ
っ
そ
く
そ
れ
を
提
出
す
る
よ
う
瀧
源
六
ら
三
人
（
商
売
掛
の
役
人
と

思
わ
れ
る
）
を
行
か
せ
た
が
、
弥
兵
衛
は
「
書
中
二
遠
慮
仕
儀
有
之
故
」

と
い
い
、
そ
の
提
出
を
一
応
拒
絶
し
て
い
る
。
こ
の
弥
兵
衛
の
返
事
に

対
し
て
出
向
い
た
役
人
衆
が
い
さ
さ
か
躊
躇
し
て
い
る
の
は
確
か
で
、

こ
れ
に
は
か
な
り
の
要
人
が
絡
ん
で
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。

l

介
の
府
中
の
商
人
が
「
江
戸
之
銭
座
」
や
「
大
坂
之
鉛
座
」
と
錮
粕

商
い
の
話
を
ま
と
め
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
「
遠
慮
仕
儀
」

と
あ
る
ゆ
え
こ
れ
は
藩
主
か
、
あ
る
い
は
銭
座
、
鉛
座
に
か
か
わ
る
幕

府
の
役
人
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
結
局
、
町
奉
行
の
吉
賀
分
左
衛
門
が

弥
兵
衛
を
よ
び
「
其
書
状
之
趣
」
を
内
見
し
、
翌
日
そ
の
内
容
を
年
寄

衆
及
び
大
勘
定
衆
ら
に
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が
「
是
非
」
云
々
と
あ
る
つ
ぎ
に
は
「
此
書
中
何
も
披
見
申
儀
ハ

上
方
へ
錮
粕
被
差
登
御
商
売
有
之
筈
也
」
と
あ
っ
て
、
藩
庁
で
は
弥
兵

衛
の
上
方
に
お
け
る
錮
粕
商
い
を
承
認
す
る
つ
も
り
で
い
た
。
そ
の
た

め
銭
座
、
鉛
座
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
藩
庁
で
し
か
と
承
知
し
て
お
け
ば

相
談
の
筋
道
に
も
な
る
と
い
う
の
が
本
意
だ
と
の
べ
て
い
る
が
、
藩
庁

で
は
い
ま
一
歩
下
っ
て
町
奉
行
の
報
告
を
ま
つ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
江
戸
の
銭
座
は
と
も
か
く
「
加
賀
之
鉛
座
」
と
誤
記
さ
れ
て

い
る
「
大
坂
之
鉛
座
」
だ
が
管
見
の
限
り
こ
の
こ
ろ
そ
の
所
在
を
示
す

記
録
も
な
く
、
銀
座
や
銅
吹
屋
仲
間
は
と
も
か
く
「
鉛
座
」
の
確
認
は

む
ず
か
し
い
。
だ
が
錮
粕
は
灰
吹
と
関
係
深
い
ゆ
え
銀
座
人
が
取
扱
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
対
馬
藩
で
は
そ
れ
ら
商
人
を
「
鉛
座
」
と
よ
ん
だ
の

で
は
な
い
か
と
も
思
う
。
翌
々
八
月
七
日
の
「
毎
日
記
」
に
は
平
田
隼

之
允
ら
年
寄
三
人
が
集
ま
り
「
錮
粕
之
儀
」
を
相
談
し
た
と
あ
り
、
つ

づ
い
て
町
奉
行
か
ら
弥
兵
衛
所
持
の
書
状
に
つ
い
て
「
江
戸
銭
座
心
之

書
状
同
手
代
方
§
之
書
状
井
大
坂
鉛
座
方
之
書
状
槌
二
有
之
」
と
報
告

が
あ
る
。
な
お
町
奉
行
は
「
右
書
状
各
披
見
仕
儀
も
可
有
之
哉
と
存
」

じ
手
元
に
預
っ
て
告
て
い
る
と
も
伝
え
て
い
る
。

八
月
七
日
条
に
は
つ
づ
い
て
「
上
方
二
而
錮
粕
九
十
目
之
直
段
二
上

り
申
候
儀
」
に
つ
き
「
其
身
手
代
之
者
…
…
罷
下
り
候
間
碇
承
届
候
」

と
服
部
弥
兵
衛
か
ら
の
申
し
出
を
の
せ
て
い
る
。
多
量
の
錮
粕
ゆ
え
運

賃
な
ど
を
差
引
い
て
も
上
方
の
商
い
の
方
が
長
崎
よ
り
利
益
が
大
き
い

か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
弥
兵
衛
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
か
、
こ
の
あ

と
年
寄
の
平
田
隼
之
允
が
大
勘
定
役
の
黒
木
半
左
衛
門
、
幾
度
沢
右
衛
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門
、
波
多
野
新
介
を
よ
び
錮
粕
の
こ
と
に
つ
き
相
談
し
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
翌
々
八
月
九
日
条
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
高
値
を
反
映
し
た
長

崎
に
お
け
る
錮
粕
商
い
と
藩
庁
の
対
応
を
伝
え
て
い
る
。

¢
亦
木
源
五
兵
衛
長
崎
へ
早
々
被
渡
可
然
之
由
大
勘
定
衆
へ
申
渡
ス
。

就
夫
長
崎
へ
錮
粕
一
二
十
万
斤
程
有
之
筈
二
当
四
月
時
分
必
商
売
不

仕
候
様
二
留
置
候
由
大
勘
定
被
申
候
。
然
所
二
昨
日
浅
井
平
右
衛

門
帰
国
之
便
宜
二
幾
度
大
右
衛
門
、
末
次
七
郎
兵
衛
方
方
申
来
候

者
、
上
方
之
立
直
二
仕
候
て
代
銀
払
可
申
之
旨
申
者
有
之
候
故
其

通
リ
ニ
約
束
仕
売
付
置
候
由
申
来
候
段
大
勘
定
幾
度
沢
右
衛
門
、

波
多
野
新
助
被
申
候
故
両
人
衆
へ
申
候
者
、
上
方
之
直
段
も
上
リ

候
二
付
錮
粕
直
様
可
被
差
登
哉
と
之
儀
二
付
長
崎
二
有
之
錮
粕
被

留
置
可
然
と
之
事
侯
処
二
、
長
崎
二
而
錨
粕
商
売
有
之
儀
江
戸
表

へ
被
聞
召
上
候
而
も
恰
合
悪
敷
候
間
今
度
赤
木
源
五
兵
衛
二
弥
被

申
付
売
残
之
錮
粕
少
も
売
出
不
申
候
様
二
と
幾
度
大
右
衛
門
方
へ

被
申
遣
可
然
と
新
助
、
沢
右
衛
門
へ
申
渡
ス
。
上
方
二
而
高
直
ニ

申
合
被
買
付
置
候
錮
粕
七
万
弐
千
斤
程
二
而
有
之
由
大
勘
定
衆
被

申
候
。

こ
れ
に
よ
る
と
長
崎
に
は
錮
粕
の
在
庫
が
約
三
十
万
斤
あ
り
大
勘
定

方
で
は
す
で
に
四
月
「
商
売
不
仕
候
様
」
に
と
長
崎
聞
役
（
幾
度
大
右
衛

門
）
へ
指
示
を
出
し
た
と
あ
る
。
早
く
に
上
方
か
ら
高
値
の
報
せ
が
入

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
昨
八
月
八
日
、
長
崎
か
ら
浅
井
平

右
衛
門
が
帰
国
し
聞
役
か
ら
の
報
告
を
も
た
ら
せ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

錮
粕
を
上
方
と
同
じ
代
銀
で
購
入
す
る
旨
申
し
出
た
も
の
が
あ
り
聞
役

ら
は
「
売
付
」
の
約
束
を
済
ま
せ
た
と
い
う
。
大
勘
定
か
ら
こ
れ
を
聞

い
た
年
寄
中
は
「
高
値
の
上
方
へ
錨
粕
送
付
を
考
え
て
い
る
矢
先
に
長

崎
で
か
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
『
江
戸
表
（
藩
主
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
』

に
対
し
聞
え
も
恰
好
も
悪
い
。
そ
れ
ゆ
え
赤
木
源
五
兵
衛
（
大
勘
定
方
手

代
か
）
を
す
ぐ
長
崎
へ
ゆ
か
せ
在
庫
の
錮
粕
を
売
ら
ぬ
よ
う
伝
え
さ
せ

よ
」
と
大
勘
定
へ
命
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
四
月
に
大
勘
定
の
指

示
を
受
け
な
が
ら
独
断
で
錮
粕
の
売
買
を
約
束
し
た
聞
役
の
責
任
は
重

い
。
だ
が
こ
の
あ
と
聞
役
の
処
分
を
伝
え
る
記
事
は
な
い
。
そ
れ
は
指

示
に
反
し
た
と
は
い
え
上
方
同
様
の
代
銀
で
錮
粕
売
買
の
約
束
を
と
り

つ
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
な
お
上
方
で
の
高
値
の
報
に
大
勘
定

方
で
は
錮
粕
「
七
万
弐
千
斤
」
を
買
付
け
て
い
る
が
、
長
崎
の
在
庫
分

と
合
わ
せ
る
と
約
四
十
万
斤
と
な
り
、
思
わ
ぬ
所
に
対
馬
藩
の
収
益
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
あ
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
つ
づ
く
。

¢
赤
木
源
五
兵
衛
乗
渡
リ
候
船
錨
粕
一
万
斤
津
ミ
渡
候
。
此
錮
粕
者

（
対
馬
）

愛
元
へ
留
置
申
筈
二
候
得
共
六
月
二
此
船
ヲ
借
リ
長
崎
へ
遣
可
申

之
由
約
束
仕
右
之
錮
粕
乗
せ
置
候
二
付
只
今
上
さ
せ
候
而
者
恰
合

悪
敷
候
由
大
勘
定
衆
被
申
二
付
今
度
迄
ハ
津
ミ
渡
長
崎
二
而
少
も

売
出
不
申
様
二
と
新
助
、
沢
右
衛
門
へ
申
渡
ス
。

こ
れ
に
よ
る
と
赤
木
源
五
兵
衛
の
乗
船
は
か
ね
て
約
束
し
た
錮
粕
一

万
斤
を
稼
み
六
月
か
ら
長
崎
行
を
準
備
し
て
い
た
と
あ
る
。
こ
れ
だ
け

で
は
誰
が
誰
と
約
束
し
て
錮
粕
を
禎
み
出
す
の
か
明
瞭
で
な
い
が
一
万
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斤
は
少
な
い
量
で
は
な
い
。
た
め
に
「
（
長
崎
聞
役
に
対
し
在
庫
の
錮
粕
を

売
ら
ぬ
よ
う
指
示
し
て
い
る
の
に
）
か
よ
う
な
こ
と
で
は
恰
好
も
悪
い
」
と

大
勘
定
方
か
ら
不
満
の
出
る
始
末
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
長
崎
へ
送

る
が
売
り
出
さ
ぬ
よ
う
大
勘
定
衆
に
命
じ
た
」
と
い
さ
さ
か
納
得
し
か

ね
る
年
寄
中
の
い
い
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
藩
庁
の
上
役
が
大
勘
定
方
を

通
さ
ず
長
崎
聞
役
と
直
接
錮
粕
の
積
み
出
し
を
約
束
し
て
い
た
か
ら
で

は
あ
る
ま
い
か
。
長
崎
聞
役
の
錮
粕
売
買
を
め
ぐ
る
独
断
専
行
が
追
及

さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
理
由
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ

の
間
、
藩
庁
で
は
服
部
弥
兵
衛
の
錮
粕
商
い
に
つ
い
て
｛
思
議
が
重
ね
ら

れ
た
よ
う
で
「
毎
日
記
」
八
月
十
二
日
条
に
は
江
戸
行
の
役
人
に
「
錮

粕
直
段
之
義
上
方
二
て
弥
兵
衛
申
合
置
候
方
へ
今
度
書
状
遣
申
組
」
ん

で

い

る

旨

含

ま

せ

て

い

る

。

＇

八
月
十
七
日
条
に
は
「
服
部
弥
兵
衛
方
¢
錮
粕
之
儀
二
付
書
物
一
通

差
上
ル
」
と
あ
る
が
内
容
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
八
月
廿
日
条

に
は
長
崎
聞
役
よ
り
大
勘
定
方
へ
「
用
所
二
付
飛
船
差
渡
ス
」
と
あ
る
。

錮
粕
に
関
す
る
急
報
か
と
思
う
が
内
容
の
記
述
が
な
く
残
念
で
あ
る
。

そ
の
後
十
月
ま
で
関
連
の
記
事
が
な
い
が
十
月
九
日
条
に
「
大
坂
ふ
三

好
屋
又
兵
衛
方

5
書
状
来
ル
。
…
…
三
好
屋
又
兵
衛
方
ヵ
之
書
状
ハ
錮

粕
之
義
望
来
也
」
と
あ
る
。
三
好
屋
又
兵
衛
は
寛
永
期
か
ら
対
馬
藩
御

用
を
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
大
坂
商
人
で
、
か
ね
て
三
好
屋
を
調
査

し
て
い
た
私
は
こ
の
記
事
か
ら
錮
粕
商
い
に
関
心
を
も
っ
た
の
だ
が
、

三
好
屋
は
こ
れ
ま
で
高
麗
人
参
の
専
売
御
用
で
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ

⑥
 

な
い
。
だ
が
三
好
屋
も
商
人
で
あ
る
。
利
の
あ
る
こ
と
に
す
か
さ
ず
手

を
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
大
坂
商
人
の
多
角
経
営
の
一

端
も
知
り
得
て
興
味
深
い
。
翌
十
月
十
日
条
に
は
詳
細
な
つ
ぎ
の
よ
う

な
関
連
の
記
事
が
つ
づ
く
。

ク
（
江
戸
藩
邸
か
ら
の
訓
令
に
も
と
づ
き
年
寄
、
大
勘
定
衆
の
会
議
を
へ
て
町

奉
行
、
商
売
掛
か
ら
申
し
渡
す
む
ね
記
し
た
あ
と
）
弥
兵
衛
書
物
を
以
錮

粕
之
義
江
戸
表
へ
申
上
候
。
則
被
達
上
聞
願
之
通
二
被
仰
付
候

間
左
様
相
意
得
候
へ
の
よ
し
申
渡
ス
。
弥
兵
衛
返
事
二
申
上
候
ハ

錮
粕
之
義
江
戸
表
へ
書
付
を
以
申
上
候
処
二
願
之
通
被
仰
付
と
之

義
誠
以
冥
加
添
仕
合
奉
存
候
。
口
銭
之
義
書
付
差
上
候
。
其
段
ハ

長
崎
口
銭
申
上
候
二
相
進
仕
候
由
、
口
銭
之
義
者
如
何
程
二
て
も

被
仰
付
次
第
二
奉
存
候
。
将
又
上
川
進
之
助
殿
江
戸
表
へ
被
差
越

候
刻
口
上
二
て
申
達
候
ハ
、
弥
私
二
錮
粕
之
商
売
被
仰
付
候
者
目

代
を
も
被
仰
付
被
下
候
様
二
と
申
上
置
候
。
弥
私
二
被
仰
付
之
義

二
御
座
候
間
目
代
被
仰
付
候
様
二
と
与
右
衛
門
、
太
郎
兵
衛
、
何

右
衛
門
、
所
右
衛
門
を
以
申
上
レ
。

（
涸
売
見
，
）

ク
服
部
弥
兵
衛
二
此
序
二
白
水
六
郎
兵
衛
、
大
嶋
何
右
衛
門
、
日
高

）

（

町

奉

行

）

所
右
衛
門
、
吉
賀
分
右
衛
門
を
以
申
聞
候
ハ
頃
日
書
物
差
上
候
錮

粕
之
義
二
付
謀
書
を
弥
兵
衛
仕
候
様
二
御
殿
中
二
て
御
取
沙
汰
有

之
而
迷
惑
仕
候
。
｛
双
議
を
も
仕
候
様
二
と
書
載
候
。
其
段
ハ
終
沙

汰
不
承
事
二
候
。
左
様
成
義
共
重
而
不
申
上
候
様
二
と
右
四
人
を

以
申
渡
候
。
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ぷ
之
条
服
部
弥
兵
衛
二
申
渡
二
付
平
田
隼
之
允
、
鳥
和
惣
老
広
衛
門

方
へ
も
出
仕
有
之
様
二
と
申
遣
候
得
共
気
色
気
之
由
二
て
登
城
無

之
候
。
波
多
野
新
助
も
病
中
二
て
同
座
不
仕
候
。
右
二
記
候
人
数

ニ
て
申
渡
ス
。

対
馬
の
錮
粕
商
い
は
こ
れ
で
服
部
弥
兵
衛
の
独
占
と
な
っ
た
わ
け
だ

が
弥
兵
衛
は
改
め
て
日
口
銭
と
、
口
目
代
任
命
の
二
点
に
つ
い
て
つ
ぎ

の
よ
う
に
申
し
出
て
い
る
。

•
口
銀
は
長
崎
で
の
そ
れ
を
一
応
申
し
あ
げ
た
が
自
分
と
し
て
は
藩

の
決
め
る
口
銭
で
結
構
で
あ
る
。

・
錨
粕
の
一
手
販
売
を
認
め
ら
れ
た
か
ら
に
は
そ
の
目
代
（
上
方
に
お

け
る
代
官
を
指
す
も
の
と
思
う
）
に
任
じ
て
ほ
し
い
。

こ
の
申
し
出
に
対
し
こ
の
あ
と
関
連
の
記
事
は
な
い
が
、
弥
兵
衛
は

妥
当
な
口
銭
を
得
、
な
お
目
代
の
就
任
も
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
弥
兵
衛
に
対
し
商
売
掛
、
町
奉
行
か
ら
注
告
を
し
た
旨
記
述

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
弥
兵
衛
は
錮
粕
の
こ
と
で
江
戸
藩
邸
へ
書
状

を
送
っ
た
際
、
藩
庁
の
対
応
を
一
筆
書
き
加
え
て
い
た
ら
し
い
。
す
な

わ
ち
「
謀
書
を
弥
兵
衛
仕
候
様
二
御
殿
中
二
て
…
…
」
以
下
が
そ
れ
だ

が
、
ど
う
も
藩
庁
で
は
弥
兵
衛
に
対
し
強
い
姿
勢
で
接
し
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
で
弥
兵
衛
は
「
御
殿
中
二
て
御
取
沙
汰
有
之
而
籐
庁
で
う
そ

の
手
紙
を
書
く
よ
う
迫
ら
れ
）
」
迷
惑
し
て
い
る
ゆ
え
「
江
戸
で
こ
の
こ
と

支
翠
議
し
て
も
ら
い
た
い
と
書
中
に
認
め
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

今
日
ま
で
江
戸
藩
邸
の
処
置
を
承
っ
て
い
な
い
」
と
江
戸
へ
の
書
状
に

認
め
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
が
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
弥
兵
衛
は
江

戸
藩
邸
内
に
か
な
り
有
力
な
ル
ー
ト
（
た
ぶ
ん
藩
主
じ
き
じ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
）
を
も
っ
て
い
た
に
相
違
な
く
、
一
方
藩
庁
で
は
そ
の
こ
と
に
対

し
強
い
不
快
感
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
思
う
。
余
談
だ
が
寛
永
十
一
年

か
ら
明
治
四
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
欠
本
な
く
現
存
す
る
「
表
書
札
方
毎
日

記
」
の
中
で
こ
の
よ
う
な
記
事
は
珍
し
く
、
藩
庁
で
は
よ
ほ
ど
腹
に
す

え
か
ね
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
申
し
渡
し
を
め
ぐ
り

家
老
の
黒
木
惣
左
衛
門
、
大
勘
定
役
の
波
多
野
新
助
に
も
同
席
す
る
旨

（
つ
ま
り
関
係
者
全
員
の
立
会
い
を
求
め
た
）
伝
え
た
が
両
人
と
も
病
気
ゆ
え

同
席
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
い
る
の
も
異
例
と
い
え

る
。
こ
の
藩
庁
の
姿
勢
に
対
し
弥
兵
衛
が
ど
う
対
処
し
た
か
詳
ら
か
で

な
い
が
、
弥
兵
衛
も
錮
粕
商
い
が
認
め
ら
れ
た
ゆ
え
こ
の
注
告
に
あ
え

て
反
論
を
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
う
。

さ
て
服
部
弥
兵
衛
の
独
占
販
売
が
認
め
ら
れ
対
馬
の
錮
粕
は
一
つ
の

窓
口
か
ら
出
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
上
方
で
の
錮
粕
高
値
は
む
ろ
ん

需
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
が
そ
れ
は
当
然
他
の
市
場
、
例
え
ば
長
崎
に
も

響
く
。
こ
の
あ
と
「
毎
日
記
」
の
記
事
を
た
ど
り
な
が
ら
錮
粕
商
い
の

実
状
を
み
て
ゆ
こ
う
。
「
毎
日
記
」
十
月
十
六
日
条
を
み
る
と
「
錮
粕

代
銀
何
方
へ
相
納
可
申
哉
」
と
弥
兵
衛
よ
り
藩
庁
へ
の
問
い
合
わ
せ
に

そ
れ
は
「
大
坂
御
代
官
衆
」
へ
渡
す
よ
う
指
示
が
で
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
上
方
に
お
け
る
対
馬
藩
の
錮
粕
商
い
は
今
回
が
は
じ
め
て
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
対
馬
藩
の
大
坂
代
官
と
い
え
ば
天
満
屋
敷
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（
天
満
十
一
丁
目
、
難
波
橋
北
詰
）
に
あ
っ
て
主
に
朝
鮮
と
の
貿
易
品
を
取

扱
う
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
錮
粕
の
代
銀
な
ど
も
扱

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
十
月
晦
日
条
の
記
事
を
み
よ
う
。

長
崎
5
飛
船
二
而
申
来
候
ハ
錮
粕
之
儀
銭
座
ふ
望
候
由
二
候
。
如

何
可
被
仰
付
哉
と
大
勘
定
方
ぷ
被
申
二
付
而
何
も
相
談
申
候
ハ
服

部
弥
兵
へ
上
方
へ
不
罷
登
候
内
ハ
直
段
如
何
様
共
難
被
仰
遣
候
。

⑦
 

弥
兵
へ
上
方
へ
登
候
而
直
段
相
済
候
て
其
立
直
二
代
銀
渡
候
哉
と

被
仰
遣
其
通
二
銭
座
¢
弥
望
候
ハ
、
弐
万
斤
程
ハ
売
出
可
然
候
。

併
さ
A

わ
り
申
儀
も
可
有
之
哉
、
弥
兵
衛
二
被
相
尋
候
様
二
大
勘

（

商

売

掛

）

定
衆
何
も
相
談
二
て
日
高
所
右
衛
門
へ
申
付
ル
。

こ
れ
は
長
崎
銭
座
の
錨
粕
購
入
希
望
を
聞
役
が
急
報
し
て
き
た
も
の
。

去
る
八
月
、
聞
役
は
独
断
で
錮
粕
売
買
の
約
束
を
し
て
い
た
が
藩
庁
の

指
示
も
あ
っ
て
今
回
は
さ
す
が
に
慎
重
で
あ
る
。
こ
の
と
き
服
部
弥
兵

衛
は
ま
だ
府
中
に
い
た
よ
う
で
藩
庁
で
は
「
弥
兵
衛
が
上
方
で
取
引
値

を
決
め
た
の
ち
、
そ
れ
同
様
の
値
段
で
よ
け
れ
ば
『
弐
万
斤
程
』
な
ら

売
り
出
し
て
よ
い
」
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
が
「
こ
れ
も
指
支
え
が

あ
る
や
も
知
れ
ぬ
ゆ
え
一
応
弥
兵
衛
に
尋
ね
る
よ
う
に
」
と
一
方
で
慎

重
な
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。
い
ま
や
対
馬
の
錮
粕
商
い
は
弥
兵
衛
の
手

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
ゆ
え
、
藩
庁
の
対
処
の
仕
方
も
当
然
と
い
え
ば
当

然
で
あ
る
。
な
お
翌
十
一
月
朔
日
条
に
は
「
服
部
弥
兵
衛
方
ぷ
長
崎
錮

粕
之
義
二
付
書
物
日
高
所
右
衛
門
を
以
差
上
ル
」
と
あ
っ
て
弥
兵
衛
が

さ
っ
そ
く
こ
れ
に
対
応
し
て
い
る
が
残
念
な
が
ら
そ
の
内
容
は
不
明
で

あ
る
。
弥
兵
衛
の
上
坂
が
遅
れ
て
い
た
が
十
一
月
に
入
り
出
立
が
決
ま

っ
た
ら
し
い
。
十
一
月
十
五
日
条
に
は
そ
の
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
つ
ぎ

の
よ
う
な
目
を
引
く
記
事
が
あ
る
。

（
候
脱
か
）

ク
吉
賀
分
右
衛
門
罷
出
申
ハ
服
部
弥
兵
衛
申
候
ハ
先
日
分
右
衛
門
方

（
候
か
）

へ
渡
し
置
之
江
戸
銭
座
、
大
坂
る
か
す
座
方
は
之
状
之
儀
今
度
大

坂
る
か
す
う
り
手
二
被
仰
下
候
而
罷
登
候
二
付
、
彼
地
二
而
入
申

事
も
可
有
御
座
候
間
被
懸
御
意
被
下
候
へ
炉
し
と
申
通
案
内
也
。

去
る
八
月
、
町
奉
行
が
弥
兵
衛
か
ら
預
っ
て
お
い
た
「
江
戸
銭
座
、

大
坂
鉛
座
（
こ
こ
に
は
『
る
か
す
座
』
と
明
記
さ
れ
て
い
る
）
」
の
書
状
に
つ

い
て
「
ま
も
な
く
上
坂
す
る
が
取
引
で
ト
ラ
プ
ル
も
あ
ろ
う
か
と
思
う

ゆ
え
書
状
の
内
容
を
藩
庁
で
も
し
か
と
吟
味
し
て
お
い
て
ほ
し
い
」
と

弥
兵
衛
か
ら
の
申
し
出
で
あ
る
。
弥
兵
衛
に
と
っ
て
最
初
の
上
方
で
の

商
い
に
加
え
そ
の
量
も
多
く
、
こ
と
に
よ
っ
て
は
藩
の
力
に
頼
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
り
得
た
か
ら
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
に
明
記
さ
れ

て
い
る
「
大
坂
る
か
す
座
」
は
先
に
あ
っ
た
「
大
坂
鉛
座
」
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
「
大
坂
鉛
座
」
同
様
に
そ
の
所
在
を
示
す
記
録
が
な
く
、

そ
の
確
認
は
む
ず
か
し
い
。
灰
吹
の
た
め
大
坂
に
も
大
量
の
鉛
が
入
っ

た
が
そ
れ
は
京
都
銀
座
へ
送
る
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
大
坂
に
は
鉛
座
は

な
く
銀
座
人
が
取
扱
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
先
に
推
測
し
て
お
い
た
。

だ
が
「
毎
日
記
」
に
は
大
坂
の
「
鉛
座
、
る
か
す
座
」
を
江
戸
の
「
銭

座
」
と
併
記
し
、
い
ず
れ
を
正
式
の
座
名
と
し
た
の
か
定
か
で
な
い
が

銀
座
と
は
別
個
の
、
独
立
し
た
「
座
」
名
を
明
記
し
て
い
る
。
あ
る
い
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は
か
よ
う
な
座
は
な
く
、
関
係
商
人
の
寄
合
を
対
馬
側
で
適
当
に
命
名

し
て
い
た
の
炉
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
今
後

調
査
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
期
の
大
坂
の
商
業
史
料
は

意
外
な
ほ
ど
乏
し
く
こ
の
「
鉛
座
、
る
か
す
座
」
を
め
ぐ
る
史
料
の
欠

如
は
そ
の
一
例
だ
が
、
対
馬
藩
の
史
料
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
足
で
き
た

の
は
望
外
の
こ
と
と
い
え
る
。

寛
文
五
年
中
は
以
上
の
ほ
か
錮
粕
を
め
ぐ
る
記
事
は
な
い
が
い
さ
さ

か
関
連
が
あ
る
の
は
十
二
月
十
六
日
条
に
み
え
る
長
崎
聞
役
・
幾
度
大

右
衛
門
帰
国
の
記
事
で
あ
ろ
う
。
大
右
衛
門
は
聞
役
の
交
代
願
い
の
た

め
帰
国
し
た
の
だ
が
、
か
つ
て
錮
粕
の
売
買
契
約
を
め
ぐ
る
一
件
に
つ

い
て
は
ま
っ
た
く
話
題
に
な
っ
て
い
な
い
。
や
は
り
無
事
に
済
ん
だ
よ

（
一
六
六
六
）

う
で
あ
る
。
寛
文
六
年
に
入
る
が
正
月
二
十
七
日
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
な

簡
単
な
記
事
が
あ
る
。

（

商

売

掛

）

ク
旦
箆
所
右
衛
門
罷
出
申
候
ハ
上
方
留
糟
九
拾
五
匁
二
か
い
申
度
之

由
服
部
弥
兵
衛
方
へ
申
来
ル
由
申
也
。

上
方
滞
在
中
の
服
部
弥
兵
衛
か
ら
藩
庁
の
商
売
掛
に
こ
の
連
絡
が
入

っ
た
も
の
と
思
う
。
上
方
で
は
昨
年
八
月
ご
ろ
は
錮
粕
一
斤
「
九
拾

目
」
で
あ
っ
た
が
お
そ
ら
く
年
末
こ
ろ
か
ら
高
値
に
な
っ
て
い
た
も
の

と
思
う
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
小
売
値
だ
が
値
上
り
の
差
益
は
大
き
い
。

五
匁
の
値
上
り
で
三
十
万
斤
の
取
引
と
な
る
と
銀
千
五

0
0貫
の
ち
が

い
が
出
て
く
る
わ
け
で
、
対
馬
藩
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
情
報
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
上
方
に
い
る
弥
兵
衛
に
対
し
藩
庁
か
ら
指

示
も
し
や
す
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
寛
文
六
年
は
こ
の
朗
報
に
は
じ
ま

っ
た
が
一
か
月
後
の
二
月
二
十
七
日
条
に
は
長
崎
に
お
け
る
商
い
の
状

況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
き
て
い
る
。

ク
白
水
六
郎
兵
衛
、
日
高
所
右
衛
門
罷
出
申
候
ハ
大
坂
表
服
部
弥
兵

衛
方
ふ
書
状
差
越
候
由
二
て
持
参
也
。
其
様
子
ハ
長
崎
表
へ
御
座

候
る
か
す
之
儀
銭
座
と
唐
人
之
外
ハ
日
本
人
ニ
―
園
う
り
不
申
候
。

一
刻
も
早
々
大
坂
へ
被
差
越
候
而
可
然
之
由
申
来
ル
。
此
段
大
勘

定
同
前
二
承
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
大
坂
に
い
る
服
部
弥
兵
衛
か
ら
の
書
状
に
よ
る
が
、

お
そ
ら
く
大
坂
で
は
高
値
が
つ
づ
き
長
崎
で
の
商
い
よ
り
、
よ
り
有
利

な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
長
崎
で
は
銭
座
と
唐
人
（
中
国
人

商
人
）
以
外
に
は
一
切
錮
粕
を
売
っ
て
い
な
い
ゆ
え
在
庫
は
か
な
り
あ

る
は
ず
で
、
弥
兵
衛
か
ら
は
そ
れ
を
「
一
刻
も
早
々
」
大
坂
へ
送
っ
て

ほ
し
い
と
の
申
し
出
な
の
で
あ
る
。
長
崎
で
は
な
ぜ
銭
座
と
唐
人
以
外

に
は
錮
粕
を
一
切
売
ら
な
い
の
か
、
こ
の
記
事
だ
け
で
は
わ
か
り
か
ね

る
が
長
崎
奉
行
あ
る
い
は
代
官
が
関
係
し
て
い
て
か
よ
う
に
指
示
を
し

て
い
た
の
か
と
も
思
う
。
銭
座
は
む
ろ
ん
唐
人
も
奉
行
の
管
轄
に
あ
り
、

と
く
に
唐
人
は
中
国
に
少
な
い
錮
粕
を
輸
入
し
た
＜
奉
行
に
訴
え
た
の

か
と
も
思
う
。
こ
の
弥
兵
衛
の
要
請
に
藩
庁
の
対
応
を
伝
え
る
記
録
は
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な
い
が
、
差
益
の
大
き
さ
か
ら
考
え
て
も
す
ぐ
然
る
べ
く
指
示
を
し
た

は
ず
で
あ
る
。
約
一
か
月
後
、
三
月
十
六
日
条
に
は
長
崎
で
売
っ
た
錮

粕
代
銀
に
つ
い
て
簡
単
な
が
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

長
崎
二
て
立
直
二
売
り
申
候
錨
粕
之
代
銀
只
今
服
部
弥
兵
衛
売
出

し
候
直
段
並
二
愛
許
二
て
請
取
候
様
二
と
大
勘
定
方
へ
可
申
渡
候

由
被
仰
付
候
。
則
波
多
野
新
介
、
幾
度
沢
右
衛
門
召
寄
右
之
段
申

渡
ス
。

昨
寛
文
五
年
十
月
晦
日
条
に
長
崎
銭
座
の
錮
粕
購
入
の
希
望
が
伝
え

ら
れ
て
い
た
が
そ
の
と
苔
「
服
部
弥
兵
衛
が
上
方
で
取
引
値
を
決
め
た

の
ち
そ
の
『
立
直
』
で
代
銀
を
払
う
な
ら
弐
万
斤
ほ
ど
売
却
し
て
も
よ

い
」
と
一
応
藩
庁
が
認
め
て
い
た
。
こ
の
記
事
に
よ
る
と
や
は
り
銭
座

は
対
馬
側
の
出
し
た
「
立
直
」
の
条
件
で
錮
粕
を
購
入
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
値
段
は
「
只
今
服
部
弥
兵
衛
売
出
し
候
直
段
並
」
と
あ
る
か
ら

上
方
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
代
銀
だ
が
「
愛
許
二
て
請
取

候
様
二
」
と
あ
り
府
中
で
の
受
領
を
大
勘
定
方
へ
指
示
し
て
い
る
。
錨

粕
を
二
万
斤
、
一
斤
九
十
匁
で
取
引
し
た
と
し
て
代
銀
は
千
八

0
0貫、

こ
れ
を
対
馬
で
受
取
る
わ
け
だ
が
、
対
馬
で
は
朝
鮮
と
の
交
易
の
た
め

正
銀
を
必
要
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

長
崎
に
お
け
る
錮
粕
商
い
は
当
節
に
限
れ
ば
「
売
り
手
市
場
」
の
様
相

を
示
し
て
い
て
対
馬
藩
に
と
っ
て
は
ほ
ぼ
思
い
通
り
に
商
い
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
さ
て
肝
心
の
錮
粕
だ
が
佐
須
の
銀
山
で
は
そ

の
生
産
に
競
が
出
は
じ
め
て
い
た
ら
し
く
、
六
月
に
至
っ
て
つ
ぎ
の
よ

う
な
記
事
が
「
毎
日
記
」
に
み
え
る
（
六
月
二
十
六
日
条
）
。

名
仰
銀
山
留
粕
之
直
段
之
義
山
掛
平
田
源
五
四
郎
、
畑
原
出
右
衛
門

（
銀
）

其
外
諸
役
之
面
々
も
く
ろ
ミ
書
付
差
上
候
ハ
、
口
山
も
草
臥
か
せ

き
不
罷
成
難
義
二
及
候
間
留
粕
之
直
段
ヲ
九
匁
御
ま
し
被
成
一
―
-
+

目
二
被
仰
付
可
然
哉
と
存
候
通
申
上
、
此
段
大
勘
定
何
も
致
相
談

候
ハ
山
之
儀
時
々
之
様
次
第
二
候
間
掛
リ
之
者
も
く
ろ
ミ
申
上
候

（

御

用

人

）

通
り
二
被
仰
付
可
然
哉
と
奉
存
候
通
リ
箕
原
佐
太
夫
を
以
申
上
候

処
二
其
通
二
申
付
候
様
二
と
左
太
夫
御
取
次
二
て
被
仰
出
候
故
則

大
勘
定
方
へ
申
渡
ス
。
右
も
く
ろ
、
ヽ
ヽ
之
書
立
も
大
勘
定
方
へ
請
取

被
置
候
様
二
と
申
渡
ス
。
右
之
段
平
田
源
五
四
郎
、
畑
原
出
右
衛

門
召
寄
申
渡
ス
也
。

錨
粕
の
生
産
、
出
荷
元
で
あ
る
銀
山
の
事
情
が
う
か
が
え
る
は
じ
め

て
の
記
事
だ
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
錮
粕
の
生
産
者
価
格
は
銀
山
奉
行
、

経
営
の
商
人
ら
が
中
心
と
な
っ
て
決
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に

あ
る
銀
山
関
係
者
の
申
し
出
は
「
銀
山
も
草
臥
か
せ
苔
不
罷
成
難
義
二

及
」
ん
で
い
る
と
の
理
由
で
「
錮
粕
之
直
段
ヲ
九
匁
」
値
上
げ
し
て
一

斤
「
三
十
目
」
で
売
り
出
し
た
い
と
い
う
も
の
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ま

で
は
一
斤
「
二
十
一
匁
」
で
出
荷
し
て
い
た
わ
け
で
、
上
方
で
の
小
売

値
（
九
十
匁
の
場
合
）
は
そ
の
四
倍
強
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
諸

経
費
を
差
引
く
と
藩
の
収
入
は
一
斤
に
つ
き
二

i
-
―
-
＋
匁
ぐ
ら
い
か
と

思
う
が
、
出
荷
元
に
お
け
る
、
九
匁
の
値
上
げ
は
大
き
い
。
こ
れ
が
長
崎

や
上
方
の
売
値
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
肝
心
の
銀
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山
が
「
草
臥
」
て
き
た
の
で
は
仕
方
あ
る
ま
い
。
実
は
近
世
の
佐
須
の

銀
山
を
め
ぐ
る
歴
史
的
な
経
緯
は
意
外
に
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
記
事

に
銘
記
さ
れ
る
商
人
の
畑
原
出
右
衛
門
が
慶
安
三
年
に
経
営
に
乗
り
出

し
た
こ
と
。
延
宝
期
に
は
千
三
、
四

0
0人
の
他
国
者
が
銀
山
に
働
い

て
い
た
が
、
享
保
初
年
に
は
六
、
七

0
0人
に
減
り
元
文
二
年
に
廃
山

し
た
こ
と
な
ど
極
め
て
簡
単
な
歴
史
的
経
過
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
す

⑧
 

ぎ
な
い
。
当
時
の
技
術
で
は
細
い
坑
道
が
長
く
の
び
、
そ
れ
と
と
も
に

銀
の
採
掘
も
困
難
の
度
を
加
え
る
。
そ
の
状
況
が
「
銀
山
も
草
臥
」
と

表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、
そ
れ
は
す
で
に
寛
文
期
に
は
じ
ま

り
当
然
な
が
ら
錮
粕
の
減
産
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
申

し
出
は
大
勘
定
衆
ら
の
相
談
の
結
果
「
（
銀
）
山
之
儀
時
々
之
様
次
第
二

候
間
（
銀
山
の
こ
と
は
折
々
の
状
況
を
み
て
判
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
）
」
と

計
画
通
り
御
用
人
を
通
じ
藩
主
へ
伝
え
ら
れ
た
（
藩
主
・
宗
義
真
は
参
勤

を
終
え
五
月
二
十
日
帰
国
し
た
）
。
藩
主
も
異
存
な
く
、
こ
の
申
し
出
は
認

め
ら
れ
た
。
こ
の
錮
粕
代
銀
値
上
げ
の
「
も
く
ろ
ミ
之
書
立
」
を
大
勘

定
方
へ
請
取
り
保
管
し
て
お
く
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
む
ろ
ん
後

年
の
参
考
の
た
め
で
、
か
よ
う
な
記
録
が
勘
定
方
に
多
量
に
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
（
現
在
、
こ
の
よ
う
な
勘
定
方
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
）
。

こ
の
あ
と
七
月
朔
日
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
っ
て
錮
粕
代
銀
値

上
げ
の
結
末
を
伝
え
て
い
る
。

ク
銀
山
之
者
共
へ
先
日
錮
粕
之
直
段
御
上
ヶ
被
下
候
二
付
為
御
礼
上

府
仕
平
田
源
五
四
郎
、
畑
原
出
右
衛
門
を
以
御
礼
申
上
ル
。

さ
て
寛
文
六
年
は
こ
の
あ
と
九
月
十
二
日
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
目
を

引
く
記
事
が
あ
り
上
方
で
の
錮
粕
商
い
の
興
味
あ
る
状
況
を
伝
え
る
。

ク
服
部
弥
兵
衛
方
ふ
波
多
野
新
助
、
幾
度
沢
右
衛
門
方
へ
書
状
を
以

申
遣
候
段
ハ
留
粕
之
儀
大
坂
屋
九
左
衛
門
と
申
者
先
日
買
申
候
。

此
者
申
候
者
此
後
留
粕
之
中
買
一
ロ
ニ
被
仰
付
候
ハ
、
直
段
八
十

目
宛
二
相
定
買
取
可
申
候
。
代
銀
之
儀
商
売
物
之
事
二
候
間
一
両

月
ハ
銀
子
延
申
儀
も
可
有
之
候
由
申
候
。
此
者
壱
人
計
二
売
申
候

儀
後
々
弥
兵
衛
手
前
二
御
不
審
懸
申
義
も
可
有
之
候
。
其
上
代
銀

一
両
月
延
二
と
申
候
得
共
大
分
之
銀
子
二
而
御
座
候
故
其
上
も
延

可
申
哉
と
存
候
故
此
段
私
壱
人
之
は
か
ら
い
二
て
難
仕
候
。
尤
小

売
二
仕
候
ハ
、
九
拾
目
其
上
二
も
売
上
ケ
申
儀
も
可
有
御
座
候
得

共
銀
子
之
廻
リ
致
延
引
候
。
右
両
様
之
内
何
方
へ
成
共
御
差
図
次

第
二
可
仕
候
間
否
之
儀
被
仰
下
候
様
二
と
弥
兵
衛
方
ふ
申
越
候
。

就
夫
勘
定
之
者
何
も
相
談
申
候
処
二
小
売
二
被
遊
候
而
ハ
御
銀
之

廻
リ
方
延
引
仕
候
間
否
二
被
仰
付
候
而
可
然
存
候
。
殊
此
留
粕
之

儀
両
替
屋
善
六
先
年
望
申
候
義
も
御
座
候
。
善
六
弥
望
候
ヘ
ハ
諸

事
共
二
御
勝
手
能
候
間
今
度
倉
掛
太
左
衛
門
上
方
へ
差
登
せ
候
条
、

右
大
坂
屋
久
左
衛
門
、
両
替
屋
善
六
其
外
脇
々
二
も
留
粕
之
儀
望

申
御
為
二
も
罷
成
儀
候
ハ
、
弥
兵
衛
、
太
左
衛
門
承
届
此
方
へ
申

（

可

脱

か

）

（

御

用

人

）

越
候
様
二
仕
然
哉
と
勘
定
方
申
候
故
、
其
段
以
箕
原
左
太
夫
遂
案

内
候
処
ニ
―
段
可
然
被
思
召
上
候
間
御
勝
手
能
様
二
可
仕
之
旨
被

仰
出
ル
。

-11-



（
久
）

服
部
弥
兵
衛
か
ら
大
勘
定
方
へ
の
書
状
に
よ
れ
ば
大
坂
屋
九
左
衛
門

（
仲
）

な
る
者
に
錮
粕
を
売
っ
た
が
そ
の
際
「
錮
粕
の
中
買
を
自
分
一
手
に
任

せ
て
く
れ
る
な
ら
一
斤
八
十
匁
で
買
い
あ
げ
る
。
た
だ
代
銀
は
商
売
物

ゆ
え
一
両
月
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
久
左
衛
門
か
ら
申
し
出
が
あ
り
以
下

そ
れ
に
つ
い
て
藩
主
へ
の
伺
い
で
あ
る
。
伺
い
の
要
点
は
、

H
仲
買
を
久
左
衛
門
一
人
に
任
せ
る
と
あ
と
で
弥
兵
衛
に
疑
義
を
か

け
ら
れ
る
心
配
が
あ
る
。

口
多
額
の
代
銀
ゆ
え
一
両
月
の
延
払
い
が
さ
ら
に
遅
れ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
弥
兵
衛
一
人
で
は
判
断
し
か
ね
る
。

国
錮
粕
を
小
売
り
に
す
れ
ば
一
斤
九
十
匁
の
高
値
で
売
れ
る
が
代
銀

は
ま
と
ま
っ
て
入
っ
て
こ
な
い
。

と
い
う
も
の
で
、
と
く
に
口
仲
買
に
売
る
（
延
払
い
に
せ
よ
代
銀
は
ま
と
ま

っ
て
入
る
）
、
国
小
売
り
に
す
る
（
代
銀
は
売
れ
る
ま
で
入
ら
な
い
）
、
の
ど

ち
ら
に
す
る
か
に
つ
い
て
藩
庁
の
判
断
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
藩
庁
で
は
大
勘
定
衆
が
相
談
の
結
果
、

日
代
銀
の
収
納
が
遅
れ
る
の
で
小
売
り
は
否
と
さ
れ
て
然
る
べ
し
。

口
錮
粕
商
い
に
つ
い
て
は
両
替
屋
善
六
（
京
都
の
御
用
商
人
）
も
先
年
か

ら
希
望
し
て
い
る
が
善
六
な
ら
ば
万
事
都
合
よ
く
ゆ
く
と
思
う
。

大
坂
屋
久
左
衛
門
、
両
替
屋
善
六
、
そ
の
ほ
か
に
も
錮
粕
商
い
希

望
の
も
の
（
大
坂
の
三
好
屋
又
兵
衛
も
そ
の
一
人
で
あ
る
）
が
い
る
の
で

上
坂
す
る
倉
掛
太
左
衛
門
（
勘
定
方
手
代
か
）
と
弥
兵
衛
と
が
よ
く

吟
味
し
国
元
へ
連
絡
し
て
く
れ
ば
ど
う
か
。

と
の
意
見
を
藩
主
へ
具
申
し
た
と
こ
ろ
、
藩
主
も
異
存
な
く
、
こ
れ
は

さ
っ
そ
く
弥
兵
衛
の
も
と
へ
伝
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
こ

の
弥
兵
衛
の
書
状
に
名
を
出
す
大
坂
屋
久
左
衛
門
迂
が
寛
永
期
以
来
操

R
 

業
を
つ
づ
け
る
銅
吹
屋
の
大
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
錮
粕
の
仲
買
を

任
せ
て
も
心
配
は
無
用
の
は
ず
だ
が
上
方
で
の
初
商
い
と
て
服
部
弥
兵

衛
は
慎
重
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
両
替
屋
善
六
だ
が
寛
永

期
か
ら
浅
水
徳
右
衛
門
、
足
立
宗
伝
ら
と
と
も
に
京
都
の
対
馬
藩
御
用

⑩
 

を
つ
と
め
て
い
て
藩
の
信
頼
も
厚
い
。
両
替
屋
善
六
、
あ
る
い
は
大
坂

の
三
好
屋
又
兵
衛
ら
御
用
商
人
に
錮
粕
を
扱
か
わ
せ
れ
ば
手
堅
く
好
都

合
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
大
坂
屋
久
左
衛
門
の
よ
う
に
一
手
に
大
口
の
商

い
は
む
ず
か
し
く
藩
で
も
簡
単
に
判
断
し
か
ね
た
も
の
と
思
う
。
こ
の

あ
と
寛
文
六
年
中
に
関
連
の
記
事
は
な
い
。

以
上
、
史
料
の
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
い
る
寛
文
五
、
六
年
の
対
馬
藩

の
国
元
「
表
書
札
方
毎
日
記
」
か
ら
対
馬
産
の
錮
粕
と
そ
の
商
い
に
つ

い
て
大
略
な
が
ら
そ
の
経
緯
を
み
て
き
た
。
短
期
間
の
記
録
だ
が
対
馬

藩
の
錮
粕
と
そ
の
商
い
に
関
し
お
よ
そ
基
本
的
な
事
例
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。
だ
が
史
料
も
や
や
断
片
的
で
参
考
文
献
も
少
な
く
不

明
の
点
も
多
い
。
そ
こ
で
以
下
に
簡
単
だ
が
今
後
の
課
題
や
調
査
す
べ

き
こ
と
な
ど
に
ふ
れ
本
稿
の
む
す
び
と
し
た
い
。

四
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ま
ず
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
す
で
に
ふ
れ
た
大
坂
の
「
鉛
座
、
る
炉

す
座
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
単
に
名
称
の
問
題
で
な
く
そ
の
所

在
の
証
明
は
消
費
地
の
流
通
機
構
の
解
明
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
大
坂
屋
久
左
衛
門
の
「
仲
買
」
行
為
と
と
も
に
大
坂
に
お
け
る
錨
粕

商
い
の
あ
り
方
を
解
明
し
て
ゆ
く
―
つ
の
カ
ギ
で
も
あ
る
。
一
方
、
長

崎
の
場
合
は
「
銭
座
」
と
「
唐
人
」
以
外
に
錨
粕
を
売
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は
長
崎
の
商
業
あ
る
い
は
流
通
の
機
構
を
ま
ず

解
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
大
坂
あ
る
い
は
長
崎
に
お
け
る
こ
れ
ら
の

解
明
は
今
後
の
基
礎
的
な
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
つ
ぎ
に
対
馬

の
銀
山
と
錮
粕
生
産
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
調
査
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
例
え
ば
「
宗
家
文
書
」
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
表
題
の
二
冊
の

⑪
 

記
録
が
あ
る
。

荒

鉛

↓

灰

吹

銀

差

引

帳

高

畠

左

内

錮
粕
鉛
板
踪
銀
山

辛
卯
五
月
中

荒

鉛

板

採

銀

山

御

目

付

口

灰

吹

銀

差

引

帳

高

畠

左

内

錮
粕
鉛
板
採
銀
山

辛
卯
六
月
中

む
ろ
ん
こ
の
二
冊
（
正
徳
元
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
で
対
馬
に
お
け

る
「
錮
粕
」
生
産
す
べ
て
が
わ
か
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
不
連
続
な

現
人
帳

が
ら
銀
山
の
「
毎
日
記
」
（
元
禄
三
し
享
保
二
十
年
、
十
六
冊
）
も
現
存
す

⑫
 

る
。
そ
の
ほ
か
わ
ず
か
だ
が
銀
山
関
係
の
記
録
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
よ

っ
て
銀
山
経
営
の
推
移
や
錮
粕
生
産
の
実
態
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
う

る
も
の
と
思
う
。
ま
た
錮
粕
の
生
産
は
諸
国
の
銀
山
で
も
行
な
わ
れ
て

い
た
ゆ
え
全
国
的
な
錮
粕
の
流
通
に
つ
い
て
は
そ
の
実
態
を
把
握
し
て

の
ち
は
じ
め
て
研
究
が
可
能
に
な
ろ
う
。
な
お
寛
文
五
年
以
前
、
ま
た

寛
文
七
年
以
降
の
対
馬
藩
の
錮
粕
商
い
、
と
く
に
服
部
弥
兵
衛
の
か
か

わ
り
等
に
つ
い
て
は
与
え
ら
れ
た
紙
数
も
尽
き
た
の
で
別
稿
に
ゆ
ず
る

こ
と
に
す
る
。

注

と
め
か
す

①
『
大
阪
市
史
』
で
は
「
留
粕
」
と
記
録
し
て
い
る
（
第
三
巻
p168
、
661)
。

②
『
近
世
銀
座
の
研
究
』

p
7
0
0

③
寛
文
五
年
以
前
で
は
た
と
え
ば
明
暦
四
年
の
「
表
書
札
方
毎
日
記
」
に
若

干
の
「
錮
粕
」
の
記
事
が
み
ら
れ
る
が
、
寛
文
五
、
六
年
分
の
よ
う
に
ま
と

ま
っ
て
い
な
い
。

④
勘
定
方
に
は
大
勘
定
方
と
小
勘
定
方
が
あ
る
。
い
ま
そ
の
執
務
内
容
が
明

確
で
な
い
が
、
大
勘
定
（
三
人
）
は
藩
庁
に
あ
っ
て
勘
定
関
係
の
諸
事
を
審

議
し
年
寄
あ
る
い
は
藩
主
に
政
策
を
進
言
す
る
。
そ
れ
に
対
し
小
勘
定
は
そ

の
政
策
を
分
担
施
行
し
て
ゆ
く
の
を
任
務
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤
天
明
五
乙
已
年
六
月
改

古
六
拾
人
・
新
六
拾
人
・
中
分
砲
・
由
緒
鼈

表
書
札
方
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な
お
「
表
書
札
方
毎
日
記
」
明
暦
三
年
四
月
十
三
日
条
に
よ
る
と
服
部
弥

兵
衛
は
同
日
「
居
代
官
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
居
代
官
は
府
中
に
い
て
諸

品
の
朝
鮮
送
り
を
差
配
し
た
よ
う
で
あ
る
。

⑥
『
大
阪
市
史
』
第
一
巻
p552
、
第
三
巻
p1310

⑦
「
立
直
」
に
つ
い
て
は
諸
書
に
具
体
的
な
説
明
が
な
い
が
延
売
買
が
こ
れ

に
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

⑧
『
ょ
針
馬
島
誌
』
（
対
馬
教
育
会
、
昭
和
三
年
刊
、
昭
和
四
十
八
年
復
刊
）

ヲ

―

―

記

p
3
3
し

34
。
な
お
『
宗
氏
家
譜
』
の
慶
安
三
年
条
に
「
是
年
開
孟
翠
確
佐
須
↓

開
破
之
事
去
年
啓
レ
之
」
と
あ
り
、
『
対
州
編
年
略
』
に
も
佐
須
銀
山
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

慶
安
四
年
五
月
於
＝
対
州
佐
須
血
竺
銀
山
一
始
穿
二
盤
樫
根
村
板
隊
山
―
町

人
畑
原
出
右
衛
門
為
1

一
此
支
叙
竺
鶴
野
涵
竺
家
五
十
軒
余
三
含
之
床
屋
―

使
l

ー
佐
護
勘
右
衛
門
司
＞
之

⑨
『
大
阪
市
史
』
第
一
巻

p
m
、
553
、
662
、
皿
な
ど
。

⑩
拙
稿
「
寛
永
期
の
大
坂
商
人
ー
対
馬
藩
御
用
の
庄
村
新
四
郎
を
中
心
に
し

て
ー
」
（
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
第
四
十
二
巻
第
二
号
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

⑪
『
宗
家
文
庫
史
料
目
録
』
（
記
録
類
II)
銀
山
関
係
、

A
銀
山
関
係
7
、
8
。

⑫
『
宗
家
文
庫
史
料
目
録
』
（
日
記
類
）
国
元
A
、
六
銀
山
Afo

（
付
記
）

本
稿
作
成
に
あ
た
り
本
学
名
誉
教
授
・
有
坂
隆
道
先
生
に
は
「
錮
粕
」
に
つ

い
て
数
々
の
ビ
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る

次
第
で
あ
る
。

（
関
西
大
学
教
授
）
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